
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
新
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
は
、
統
一
地
方
選
挙

が
あ
り
ま
す
。
消
費
税
増
税
に
反
対

す
る
闘
い
や
公
務
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨

て
の｢

地
域
主
権
改
革｣

を
許
さ
な
い

た
た
か
い
が
正
念
場
を
迎
え
ま
す
。

組
合
活
動
の
中
で
も
、
住
民
の
安
全

と
暮
ら
し
、
福
祉
・
社
会
保
障
を
守

る
選
択
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

二
〇
一
一
年
春
闘
で
は
、
だ
れ
で

も
月
額
一
万
円
以
上
、
時
間
額
で
一

〇
〇
円
以
上
の
賃
金
改
定(

県
労
連

方
針)

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

１
月

日
開
催
の
旗
び
ら
き
で
、

14

運
動
と
闘
い
を
を
交
流
し
、
新
し
い

年
の
前
進
を
誓
い
合
い
ま
し
ょ
う
。

ご
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

◇
日
時

１
月

日
午
後
６
時
半

14

◇
会
場

三
八
教
育
会
館

◇
会
費

二
〇
〇
〇
円

年
金
の｢
繰
り
上
げ
支
給｣

の
こ
と

が
、
県
高
齢
者
大
会
と
年
金
者
組
合

三
八
支
部
執
行
委
員
会
で
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
内
容
は
、
現
役
の

方
こ
そ
知
っ
て
お
く
べ
き
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、記
事
に
し
ま
し
た
。

年
金
に
は｢

繰
り
上
げ
支
給｣
の
制

度
が
あ
り
、

歳
か
ら
、｢

減
額
さ

60

れ
た
年
金
の
繰
上
げ
支
給｣

を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、

請
求
時
の
年
齢
に
よ
っ
て
、

％
か

0.5

ら

％(

減
額
率
＝

％
×繰
上
げ
請

30

0.5

求
月
か
ら

歳
に
な
る
月
の
前
月
ま

65

で
の
月
数)

の
減
額
が
生
涯
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
60

歳
か
ら
繰
り
上
げ
支
給
の
場
合
、
60

歳
か
ら

歳
の
前
月
ま
で
に
、「
正

65

規
の
年
金
額
」×
を
受
給
し
ま
す
。

3.5

し
か
し
、

歳
以
降
も
年
金
額
は
７

65

割
の
支
給
と
な
る
の
で
、

歳
と

76

8

月
で
収
支
が
均
衡(3

.5

÷0
.3

=

年
11

月)

、
そ
れ
以
降
は
マ
イ
ナ
ス
に

8な
り
ま
す(

歳
か
ら
の
減
額
支
給

61

は

歳
と

月
で
、

歳
か
ら
で
は

77

8

62

歳

月
で
均
衡
…
以
下
略)

。
寿

78

8

命
は
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
ち
ら

が
有
利
か
は
も
ち
ろ
ん
不
明
で
す
。

．
．

｢

繰
り
上
げ
支
給｣

に
は
も
う
一
つ

の
問
題
が
あ
り
、
こ
ち
ら
が
本
題
で

す
。
そ
れ
は
、｢

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
受
給
の
請
求
日
で

歳
到

65

達｣

と
み
な
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
で

す
。
何
が
問
題
か
と
い
う
と

①
障
害
年
金
は

歳
以
降
に
請
求
す

65

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん(

一
定
の

条
件
が
あ
れ
ば
可
能)

②
ま
た
、

歳
以
降
に
な
る
と
左
記

65

の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

ａ
事
後
重
症
の
障
害
年
金
請
求
が

出
来
な
い

ｂ
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
以

外
は
増
進
改
定
請
求
が
出
来
な
い

ｃ
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
で

も
併
合
改
定
は
認
め
ら
れ
な
い

ｄ
過
去
に
受
給
権
が
消
滅
し
た
障

害
年
金
の
再
請
求
が
出
来
な
い

つ
ま
り
、｢

繰
り
上
げ
支
給｣

申
請

に
よ
り

歳
到
達
と
み
な
さ
れ
、
障

65

害
年
金
受
給
に
つ
い
て
の
問
題
と
制

約
が
発
生
し
ま
す
。

｢

減
額
支
給｣

と
制
約
の
発
生
―
こ

の
二
点
を
踏
ま
え
た
慎
重
な
判
断
が

必
要
で
す
。

な
お
、｢

事
後
重
症
の
障
害
年
金

請
求｣

と
は
、
障
害
認
定
日
に
障
害

の
程
度
が
障
害
等
級
に
該
当
せ
ず
、

そ
の
後
そ
の
傷
病
が
悪
化
し
て
障
害

状
態
に
な
っ
た
た
め
、
障
害
年
金
を

請
求
す
る
こ
と
で
す
。

障
害
年
金
に
つ
い
て
、
次
の
ペ
ー

ジ
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

h
ttp

://w
w

w
.fu

jisaw
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m
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g
a
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.h
tm

l月

日
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育

11

20

を
考
え
る
三
八
の
会
は
三
八
教
育
会

館
で
第

回
教
育
講
演
会
を
開
催
、

13

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

28青
森
県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合

会
事
務
局
長
の
神
江
美
さ
ん
で
、「
青

森
県
の
子
ど
も
た
ち
の
貧
困
を
考
え

る
」
と
題
し
て
の
講
演
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
は
、
社
会
が

つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
―
神
さ
ん
は

語
り
ま
す
。｢

僕
に
食
べ
物
ち
ょ
う

だ
い｣

と
買
い
物
袋
を
手
に
し
た
人

に
ね
だ
る
小
４
の
児
童
は
、
障
害
を

持
つ
母
親
の
た
め
の
行
動
で
し
た
。

歳
半
の
ホ
ー
ム
レ
ス
―
若
い
両
親

1と
一
緒
に
家
を
失
い
ま
し
た
。
食
べ

盛
り
の
子

人
を
残
し
餓
死
し
た
札

3

幌
の
母
―
生
活
保
護
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
青
森
県
で
相
談
を
受

け
た
事
例
の
中
に
も
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
悲
し
い
現

実
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

つ
ら
い
実
態
や
怒
り
を
行
動
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
一
緒
に
生
健
会
の

運
動
を
続
け
、
生
活
福
祉
資
金
や
母

子
寡
婦
福
祉
資
金
の
改
善
を
か
ち
と

り
、
小
中
学
生
の
無
保
険
状
態
の
解

消
・
高
校
生
世
代
ま
で
救
済
対
象
と

し
、
今
、
生
存
権
裁
判
が
社
会
保
障

改
悪
阻
止
の
太
い
軸
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
子

ど
も
の
貧
困
」
拡
大
を
ス
ト
ッ
プ
す

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
、「
自

己
責
任
論
」
を
打
ち
破
り
教
育
費
無

償
の
大
運
動
を
す
す
め
て
い
こ
う
と

訴
え
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
生
活
」
に
心
を
寄
せ

ら
れ
る
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
と
結
ん

だ
神
さ
ん
は
、
大
き
な
拍
手
を
受
け

ま
し
た
。
学
校
や
教
職
員
が
と
も
す

れ
ば
見
逃
し
が
ち
な
、
し
か
し
、
と

て
も
大
切
な
根
本
の
問

題
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
お
話
で
し
た
。

三八地方労働組合総連合

発行● 2011 年 1 月 6 日

・第 115 号●八戸市柏崎
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5・Fax 0178-47-8886

三
八
地
労
連

二
〇
一
一
年
旗
び
ら
き

地労連ボウリング大会

日時 2011年 1月 29日午前 10時
会場 ゆりの木ボウル(駐車場利用可)
会費 1000円(中学生以下 500円)
申込 1/25までに地労連 Fax 47-8886 へ

組合ごとに用紙に記入し、まとめ
て申し込んで下さい。

年
金
問
題
―

繰
り
上
げ
支
給
の
こ
と

教
育
講
演
会

子
ど
も
の
貧
困
を
考
え
る



月

日
、
東
北
新
幹
線
新
青
森

12

4

駅
の
開
業
で
、
並
行
在
来
線
は

青
｢

い
森
鉄
道

に
移
管
さ
れ
、
青
森
県

｣

内
か
ら
東
北
本
線
が
消
え
ま
し
た
。

日
本
鐵
道
の
上
野
〜
青
森
間
全
通

は
一
八
九
一
年
の

月

日
。
鉄
道

9

1

唱
歌

番
で
「
勇
む
笛
の
音
い
そ
ぐ

40

人
汽
車
は
着
き
け
り
青
森
に
む
か

し
は
陸
路
廿
日
道
今
は
鉄
道
一
昼

は
つ
か

夜
」
と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。

出
稼
ぎ
列
車
と
呼
ば
れ
た
急
行

「
八
甲
田
」や
寝
台
急
行「
十
和
田
」
、

と
て
も
速
か
っ
た
特
急
「
は
つ
か

り
」
、
東
京
出
張
の
際
に
よ
く
利
用

し
た
寝
台
特
急
「
は
く
つ
る
」(

東

北
線
経
由)

、「
ゆ
う
づ
る
」(

常
磐

線
経
由)

が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま

す
。
私
は

歳
を
過
ぎ
て
運
転
免
許

40

を
取
得
し
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
青

森
へ
の
往
復
で
、
急
行｢

く
り
こ
ま｣

に
よ
く
乗
り
ま
し
た
。
く
り
こ
ま
は

電
車
急
行
で
、
は
つ
か
り
と
ほ
ぼ
同

じ
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る
の
で
、
助

か
り
ま
し
た
。

三
八
地
労
連
結
成
後
に
、
在
来
線

を
守
る
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。｢

在

来
線
を
守
る
全
国
の
つ
ど
い(1

9
9

1

年1
0

0
0

人)｣

、｢

東
北
本
線
を
守
ろ

う
・
奥
中
山
の
つ
ど
い｣(1

9
9

2

年

6
5

0

人)

、「
東
北
本
線
・
地
方
交
通

線
を
守
る
岩
手
・
青
森
県
民
集
会

(1
9

9
6

年8
0

0

人)

と
い
う
記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
移
管
で
、
八
戸
―
青
森
間

は
普
通
運
賃
が
Ｊ
Ｒ
の

1
.3

7

倍
、

通
勤
定
期
は

1
.6

5

倍
に
値
上
げ
と

な
り
ま
し
た
。
通
学
定
期
は
学
生
の

負
担
軽
減
の
た
め
据
え
置
き
と
な
り

ま
し
た(

新
幹
線
八
戸
開
業
の
際
に

青
い
森
鉄
道
に
移
管
さ
れ
た
区
間
の

通
学
定
期
は
Ｊ
Ｒ
の

1
.6

5

倍
の
水

準
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
同

水
準
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た)

。

新
幹
線
建
設
の
地
元
負
担
を
押
し
つ

け
、(

赤
字
の)

並
行
在
来
線
は
地
域

に
丸
投
げ
す
る
と
い
う
国
と
Ｊ
Ｒ
の

姿
勢
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。
再
び
地

写
真
は
八
戸
駅
を
出
発
す
る
最
後
の
特

急｢

つ
が
る

号｣

33

方
交
通
線
を
守
る
運
動
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

(

新
岡)

追
記

八
戸
―
青
森
間
の
Ｊ
Ｒ
運
賃

は
一
六
二
〇
円
で
し
た
が
、
青
い
森

鉄
道
は
二
二
二
〇
円
。
六
〇
〇
円
も

の
引
き
上
げ
で
し
た
。
金
額
で
表
示

さ
れ
る
と
驚
き
ま
す
。

月

日
、
全
医
労
は
全

11

12

国
統
一
行
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

八
戸
支
部
は
、
朝
ビ
ラ
で

｢

非
特
定｣

学
習
会
を
案
内
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
準
備(

休
憩

学
習
会
の
た
め)

し
、
休
憩
時

間
に
は
学
習
会
、
さ
ら
に
、

退
勤
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

学
習
会
の
テ
ー
マ
は｢

非

特
定｣

―
来
年
度
か
ら
国
立

病
院
を｢

非
特
定
独
立
行
政

法
人｣

に
す
る
計
画
が
あ
り
、
も
し

そ
う
な
る
と
、
役
職
員
の
身
分
が
公

務
員
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
―

で
し
た
。
国
立
病
院
は
現
在
は
、
職

員
の
身
分
は
国
家
公
務
員
で
す(

法

人
組
織
が
民
間
扱
い)

が
、
非
特
定

独
立
行
政
法
人
に
な
る
と
職
員
の
身

分
も
強
制
的
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
勤

務
条
件
が
ど
う
な
る
の
か
―
給
料
や

退
職
金
、転
勤
は
ど
う
な
る
の
か
等
、

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の

正
社
員
登
用
試
験
合
格
者

数
は
、
全
体
で

3
3

,2
7

9

人

が
受
験
、
一
次
審
査
合
格

者
数

1
3

,4
6

4

人
、
面
接
試

験
で

5
,0

2
6

人
が
不
合
格

と
な
り
、
最
終
合
格
者
は

8
,4

3
8

人
、

％
の
合
格
率
で
す
。

25

八
戸
の
合
格
者
数
は

人
で
し
た
。

14

こ
の
問
題
は
、
亀
井
前
郵
政
改
革

担
当
大
臣
が
、「
労
働
環
境
の
整
備
」

を
郵
政
改
革
の
方
向
と
し
て
示
す
な

様
々
な
疑
問
・
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
退
勤
調
査
で
ほ
と
ん
ど
の
看
護

師
が
超
勤
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

行
動
は
今
年
で
３
回
目
の
取
り
組

み
。
こ
の
日
全
国

で

人
の
組
合

76
加
入
が
あ
り

ま
し
た
。

ど
、「
正
社
員
が
あ
た
り
ま
え
の
日

本
社
会
」を
つ
く
る
突
破
口
と
し
て
、

社
会
的
関
心
を
呼
び
起
こ
し
て
き
ま

し
た
。
合
格
者
数
は
、「
希
望
す
る

人
は
全
員
正
社
員
に
」
と
い
う
国
会

答
弁
か
ら
は
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ

た
数
字
で
す
。

郵
産
労
は
、
非
正
規
社
員
の
「
正

社
員
化
と
均
等
待
遇
」
実
現
に
向
け

て
引
き
続
き
全
力
を
あ
げ
て
奮
闘
す

る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

１
月
９
日

６
・
９
行
動1

4
:0

0

新
春
宣
伝
行
動

1
5

:0
0

１
月

日

地
労
連
旗
び
ら
き

14

1
8

:3
0

教
育
会
館

１
月

日

公
契
約
学
習
会

20

＆
第
７
回
幹
事
会

1
8

:3
0

教
育
会
館

１
月

日

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

29

1
0

:0
0

ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル

２
月
４
日

年
金
者
組
合
新
春
の
つ

ど
い
・
長
者
公
民
館

県
内
か
ら
東
北
本
線
が
消
え
た
日

いい一日行動－全医労八戸支部

当
面
の
日
程

非正規の正社員
化をめざして

司法修習生への貸与制導入が１年延期
11月26日参院本会議で、司法修習生に

対する貸与制の導⼊を１年延期する裁判

所法改正法案が可決・成⽴いたしました。

成⽴にあたり「司法修習⽣に対する給与

の⽀給継続を求める市⺠連絡会」は下記

の声明を発表いたしました(声明略)。

１年間の暫定措置とはいえ、11⽉1⽇

に貸与制が施⾏されたものを１ヶ⽉もた

たないうちに押し返し給費制を復活させ

たのは、皆様⽅の⼒強いご⽀援があった

賜であり、心より感謝申し上げます。同

時に、この法改正を単なる先送りに終わ

らせず、１年後に確かな成果を勝ち取る

ためにも、幅広い市⺠参加による開かれ

た検討の場を速やかにスタートさせ、国

⺠の声を反映させた制度改正につなげて

いく必要があります。

これまでのご⽀援・協⼒に感謝申し上

げますとともに、引き続きのお⼒添えを

お願い申し上げ、ご報告と御礼とさせて

いただきます。 (会からのお礼のメール)

イラスト
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